
 

 

 
研究内容研究内容研究内容研究内容のののの概要概要概要概要：：：：生体生体生体生体にににに安全安全安全安全なななな材料材料材料材料をををを使用使用使用使用しししし、、、、封入率封入率封入率封入率をををを改善改善改善改善できるできるできるできる薬物徐薬物徐薬物徐薬物徐

放出性微粒子放出性微粒子放出性微粒子放出性微粒子のののの製造法製造法製造法製造法をををを開発開発開発開発しましたしましたしましたしました。。。。    
    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

キーワード エマルション、脂溶性薬物、抗癌剤、腹腔内投与、副作用軽減 
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• 薬物の封入率と導入率を高めることができる。 

• 注射剤中に含有されるクレモホールによる重篤な副作用を回避できる。 

• 腹腔内投与すると、薬物の血液移行を抑制できる。 
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• 薬物送達システムの担体に利用できる。 
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腹腔内投与後腹腔内投与後腹腔内投与後腹腔内投与後のののの生存率生存率生存率生存率 
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